
日
韓
の
観
光
当
局
が
合
意

目
標
に
相
互
交
流

万
人


年
の
訪
日
客
は

万
人

矢
野
経
済
研
究
所
が
予
測

安
田
　
彰

年はどんな年に？

に
っ
ぽ
ん
の

温
泉

選
　


年
か
ら
み
る
日
本
の
温
泉
地（
１
面

参
照

）

社
会
の
変
化
が
ラ
ン
ク
に

４
期
以
降
は
Ｄ
型
が
上
位


年
の
総
・
大
会
日
程

観
光
関
連
団
体

ク
ル
ー
ズ
セ
ン
タ
ー

１
月
４
日
に
開
設

　
阪
急
交
通
社



　
御
慶
　
今
年
は
酉
年
、
一
般

に
商
売
繁
盛
の
年
と
い
わ
れ

る
。
酒
と
い
う
字
の
旁
（
つ
く

り
）
に
も
あ
る
と
お
り
、
果
実

な
ど
が
熟
し
極
ま
っ
た
状
態
を

指
す
と
も
い
わ
れ
る
。
果
た
し

て
今
年
は
常
態
と
な
っ
た
長
い

長
い
低
成
長
か
ら
抜
け
出
せ
る

画
期
的
な
年
と
な
る
の
だ
ろ
う

か
？

　
暮
れ
を
振
り
返
る
と
昨
年
を

象
徴
す
る
漢
字
が
「
金
」
、
カ

ジ
ノ
法
案
、
都
議
会
の
自
民
公

明
蜜
月
終
焉
、日
ロ
首
脳
会
談
、

ト
ラ
ン
プ
次
期
米
大
統
領
の
素

早
い
動
き
等
々
、
現
実
世
界
は

目
ま
ぐ
る
し
い
変
化
を
見
せ
て

い
る
。
わ
が
業
界
の
今
年
１
年

は
今
か
ら
予
断
を
許
さ
な
い
。

　
た
だ
は
っ
き
り
し
て
い
る
の

は
、
時
代
の
変
化
に
追
い
つ
け

ず
対
応
で
き
な
い
企
業
は
淘
汰

さ
れ
る
と
い
う
事
だ
。
経
営
者

に
は
こ
れ
ま
で
以
上
の
時
代
感

覚
が
要
請
さ
れ
る
。
と
り
わ
け

Ｉ
Ｔ
の
甚
大
な
力
や
ビ
ジ
ネ
ス

へ
の
影
響
に
敏
感
で
な
い
と
時

代
に
取
り
残
さ
れ
る
だ
ろ
う
。

　
例
え
ば
昨
年
末
の
Ａ
ｉ
ｒ
ｂ

ｎ
ｂ
の
総
会
で
Ｃ
Ｅ
Ｏ
が
強
調

し
た
の
は
、
旅
に
お
け
る
「
体

験
」
の
重
要
性
で
あ
っ
た
。
こ

れ
自
体
目
新
し
い
も
の
で
は
な

い
。
し
か
し
そ
の
内
容
は
「
マ

ジ
カ
ル
（
魔
法
み
た
い
に
魅
力

的
）
」
か
つ
瞬
時
に
手
に
で
き

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
。

こ
こ
が
ポ
イ
ン
ト
だ
。

　
日
本
で
も
着
地
型
商
品
づ
く

り
が
推
奨
さ
れ
、
各
地
の
Ｄ
Ｍ

Ｏ
が
そ
の
地
な
ら
で
は
の
体
験

型
ツ
ア
ー
を
作
っ
て
い
る
が
、

成
功
事
例
は
多
く
な
い
。
「
マ

ジ
カ
ル
」
で
す
ぐ
に
申
し
込
め

る
も
の
が
少
な
い
の
だ
。
体
験

内
容
は
面
白
く
て
も
、
情
報
発

信
の
力
不
足
や
申
し
込
み
手
段

が
複
雑
す
ぎ
る
こ
と
も
あ
る
。

　
一
方
、
マ
ス
コ
ミ
の
力
に
対

し
て
も
自
覚
的
で
な
い
と
い
け

な
い
。
箱
根
の
噴
火
に
よ
る
風

評
被
害
（
正
し
く
は
〝
不
正
確

な
〟
情
報
提
供
）
も
、
マ
ス
コ

ミ
対
応
の
ま
ず
さ
に
よ
る
と
こ

ろ
が
大
き
か
っ
た
。
メ
デ
ィ
ア

を
上
手
に
活
用
し
て
ま
ず
は
正

し
い
情
報
提
供
を
す
る
。
同
時

に
独
自
の
情
報
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ

ー
ム
を
持
ち
、
他
の
媒
体
と
の

連
携
も
含
め
積
極
的
な
情
報
合

戦
に
打
っ
て
出
る
。
で
な
い
と

先
行
す
る
観
光
地
に
負
け
て
し

ま
う
。

　
目
を
転
じ
れ
ば
、
日
本
を
巡

る
さ
ま
ざ
ま
な
い
い
情
報
が
世

界
を
駆
け
巡
っ
て
い
る
。
国
家

ブ
ラ
ン
ド
指
数
は
米
・
独
・
英

に
次
い
で
世
界
４
位
（
独
情
報

会
社
）
、
美
食
レ
ス
ト
ラ
ン
選

定
数
で
は
フ
ラ
ン
ス
を
抜
き
世

界
一（
仏
ラ
ン
キ
ン
グ
会
社
）、

京
都
・
ヤ
フ
ー
が
Ｉ
Ｃ
Ｔ
で
観

光
等
包
括
協
定
、
仙
台
が
韓
国

の
会
社
と
東
北
６
県
特
化
の
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
開
発
で
協
定
、
ス

マ
ホ
で
映
像
を
見
た
人
の

％

弱
が
実
際
に
訪
問
・
ま
た
は
し

た
い
と
考
え
て
お
り
、
若
者
ほ

ど
訪
問
率
が
高
い
（
Ｊ
Ｔ
Ｂ
）

等
々
。

　
で
き
な
い
理
由
は
す
ぐ
に
あ

げ
ら
れ
る
。
で
も
１
歩
踏
み
出

す
も
の
は
数
少
な
い
。
な
い
も

の
ね
だ
り
は
も
う
や
め
て
、
地

域
連
携
に
よ
っ
て
あ
る
も
の
探

し
を
し
、
有
効
な
情
報
発
信
に

努
め
る
も
の
が
今
年
は
酉
年
の

実
感
を
手
に
で
き
る
の
だ
ろ

う
。
　
（
亜
細
亜
大
学
教
授
）
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▽
日
本
旅
館
協
会
＝
６
月


日
、
東
京
都
港
区
・
ホ
テ

ル
イ
ン
タ
ー
コ
ン
チ
ネ
ン
タ

ル
東
京
ベ
イ

　
▽
全
国
旅
館
ホ
テ
ル
生
活

衛
生
同
業
組
合
連
合
会
＝
総

会
６
月
６
日
、
石
川
県
和
倉

温
泉
・
ゆ
け
む
り
の
宿
美
湾

荘
（
予
定
）
、
大
会
６
月
７

日
、
石
川
県
金
沢
市
・
石
川

県
立
音
楽
堂
（
予
定
）

　
▽
日
本
ホ
テ
ル
協
会
＝
３

月

日
、
東
京
都
千
代
田
区

・
帝
国
ホ
テ
ル

　
▽
全
日
本
シ
テ
ィ
ホ
テ
ル

連
盟
＝
６
月

日
、
東
京
都

千
代
田
区
・
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン

ド
パ
レ
ス

　
▽
Ｊ
Ｔ
Ｂ
協
定
旅
館
ホ
テ

ル
連
盟
＝
６
月

日
、
東
京

都
新
宿
区
・
京
王
プ
ラ
ザ
ホ

テ
ル

　
▽
近
畿
日
本
ツ
ー
リ
ス
ト

協
定
旅
館
ホ
テ
ル
連
盟
＝
５

月

日
、
東
京
都
港
区
・
シ

ェ
ラ
ト
ン
都
ホ
テ
ル
東
京

　
▽
日
本
旅
行
協
定
旅
館
ホ

テ
ル
連
盟
＝
３
月
２
日
、
熊

本
県
熊
本
市
・
Ａ
Ｎ
Ａ
ク
ラ

ウ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
熊
本
ニ

ュ
ー
ス
カ
イ

　
▽
東
武
ト
ッ
プ
ツ
ア
ー
ズ

協
定
旅
館
ホ
テ
ル
連
盟
＝
３

月

日
、
東
京
都
墨
田
区
・

東
武
ホ
テ
ル
レ
バ
ン
ト
東
京

　
▽
東
武
ト
ッ
プ
ツ
ア
ー
ズ

協
定
運
輸
観
光
施
設
連
盟
＝

３
月

日
、
東
京
都
墨
田
区

・
東
武
ホ
テ
ル
レ
バ
ン
ト
東

京　
▽
Ｊ
Ｒ
グ
ル
ー
プ
協
定
旅

館
ホ
テ
ル
連
盟
＝
６
月
９

日
、
東
京
都
豊
島
区
・
ホ
テ

ル
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン

　
▽
読
売
旅
行
協
定
旅
館
ホ

テ
ル
連
盟
＝
７
月

日
、
東

京
都
新
宿
区
・
京
王
プ
ラ
ザ

ホ
テ
ル

　
▽
農
協
観
光
協
定
旅
館
ホ

テ
ル
連
盟
＝
６
月

日
、
東

京
都
江
東
区
・
ホ
テ
ル
イ
ー

ス
ト

東
京

　
▽
タ
ビ
ッ
ク
ス
ジ
ャ
パ
ン

協
定
連
盟
＝
４
月

日
、
沖

縄
県
宜
野
湾
市
・
ラ
グ
ナ
ガ

ー
デ
ン
ホ
テ
ル

　
▽
ク
ラ
ブ
ツ
ー
リ
ズ
ム
パ

ー
ト
ナ
ー
ズ
会
＝
７
月
３

日
、
東
京
都
新
宿
区
・
京
王

プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル

　
▽
日
本
観
光
振
興
協
会
＝

６
月
９
日
、
東
京
都
港
区
・

東
京
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル

　
▽
日
本
温
泉
協
会
＝
６
月


日
、
青
森
市
・
酸
ヶ
湯
温

泉　
▽
日
本
旅
行
業
協
会
＝
６

月

日
、
東
京
都
千
代
田
区

・
経
団
連
会
館

　
▽
全
国
旅
行
業
協
会
＝
６

月

日
、
東
京
都
千
代
田
区

・
都
市
セ
ン
タ
ー
ホ
テ
ル

　
▽
日
本
添
乗
サ
ー
ビ
ス
協

会
＝
３
月

日
、
東
京
都
港

区
・
ホ
テ
ル
メ
ル
パ
ル
ク
東

京　
▽
国
際
観
光
日
本
レ
ス
ト

ラ
ン
協
会
＝
３
月

日
、
大

阪
市
・
太
閤
園

　
▽
国
際
観
光
施
設
協
会
＝

６
月

日
、
東
京
都
千
代
田

区
・
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ド
パ
レ

ス　
▽
日
本
バ
ス
協
会
＝
６
月


日
、
東
京
都
千
代
田
区
・

経
団
連
会
館

　
阪
急
交
通
社
は
１
月
４

日
、
東
京
と
大
阪
に
「
ク
ル

ー
ズ
セ
ン
タ
ー
」
を
開
設
す

る
。
ク
ル
ー
ズ
需
要
の
拡
大

と
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
に
対
応

す
る
の
が
狙
い
。

　
セ
ン
タ
ー
は
東
日
本
営
業

本
部
と
西
日
本
営
業
本
部
に

設
け
る
。
専
用
店
舗
は
新
橋

カ
ウ
ン
タ
ー（
東
京
・
新
橋
）、

グ
ラ
ン
ド
ビ
ル
ト
ラ
ベ
ル
セ

ン
タ
ー
（
大
阪
市
北
区
）
の

二
つ
。

　
あ
ら
ゆ
る
ク
ル
ー
ズ
商
品

の
企
画
か
ら
、
旅
行
説
明
会

や
接
客
な
ど
の
コ
ン
サ
ル
テ

ィ
ン
グ
業
務
に
至
る
ま
で
、

「
専
門
性
の
高
い
ス
タ
ッ
フ

が
製
販
一
体
で
対
応
す
る
」

と
い
う
。

　
矢
野
経
済
研
究
所
（
東
京

都
中
野
区
、
水
越
孝
社
長
）

は

月

日
、
「
国
内
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
市
場
に
関
す
る
調

査
」
結
果
を
発
表
し
た
。
２

０
２
０
年
の
訪
日
外
国
人
客

数
は

年
の
約
１
・
９
倍
、

３
６
７
９
万
人
と
予
測
、
政

府
が
目
標
と
す
る
４
千
万
人

に
は
届
か
な
い
見
通
し
を
示

し
た
。

　
調
査
は
百
貨
店
、
ブ
ラ
ン

ド
企
業
、
そ
の
他
小
売
業
な

ど
を
対
象
に
、

年
１
～
９

月
に
実
施
。
同
研
究
所
が
い

う
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
市
場
は
、

日
本
国
内
で
訪
日
外
客
（
ビ

ジ
ネ
ス
目
的
も
含
む
）
が
主

に
物
品
を
購
入
し
た
規
模
を

さ
す
。
「
観
光
庁
が
発
表
し

て
い
る
デ
ー
タ
と
は
異
な

り
、研
究
所
独
自
の
推
計
値
」

と
し
て
い
る
。

　
３
６
７
９
万
人
は
、
国
内

の
経
済
・
市
場
の
環
境
が
あ

る
程
度
継
続
す
る
と
の
前
提

で
、
特
に
中
国
を
は
じ
め
と

す
る
ア
ジ
ア
か
ら
の
客
が
順

調
に
拡
大
す
る
と
想
定
し
て

弾
き
出
し
た
。
ち
な
み
に


年
は
２
８
２
２
万
人
、

年

３
０
８
６
万
人
、

年
３
２

４
８
万
人
と
予
測
す
る
。

　
ま
た
、
市
場
規
模
（
物
品

購
入
、
宿
泊
費
や
交
通
費
は

含
ま
ず
）
に
つ
い
て
は
、


年
は
前
年
比

・
９
％
増
の

１
兆
４
８
４
９
億
円
と
試

算
。

年
は
中
国
で
の
関
税

取
り
締
ま
り
強
化
な
ど
で
１

兆
３
０
８
８
億
円
と
縮
小
す

る
も
の
の
、

年
以
降
は
再

び
拡
大
に
向
か
い
、

年
は

１
兆
８
７
６
４
億
円
に
な
る

と
し
た
。
「
為
替
相
場
や
株

価
、
各
国
の
経
済
情
勢
に
よ

っ
て
は
２
兆
円
の
大
台
に
乗

る
可
能
性
も
あ
る
」
と
見
て

い
る
。

　
都
道
府
県
別
の
市
場
規
模

で
は
、
東
京
が
６
０
７
７
億

円
と
な
り
「
日
本
に
お
け
る

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
市
場
規
模
全

体
の

・
９
％
を
占
め
る
」

と
し
た
。
次
い
で
大
阪
府
の

１
８
０
０
億
円
、
千
葉
県
の

１
１
４
８
億
円
の
順
。
千
葉

に
つ
い
て
は
東
京
デ
ィ
ズ
ニ

ー
ラ
ン
ド
の
集
客
力
と
３
カ

所
あ
る
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
モ
ー

ル
の
販
売
力
、
さ
ら
に
成
田

空
港
で
の
消
費
力
の
強
さ
が

数
字
と
な
っ
て
表
れ
て
い

る
。
外
客
に
人
気
の
高
い
京

都
府
は
７
９
１
億
円
で
、
北

海
道
の
１
１
０
３
億
円
に
及

ば
な
か
っ
た
。

前田勇氏

　
１
、
「
に
っ
ぽ
ん
の
温
泉

１
０
０
選
」
か
ら
認
め
ら
れ

る
こ
と

　
観
光
経
済
新
聞
社
が
１
９

８
７
（
昭
和

）
年
か
ら
実

施
・
発
表
し
て
い
る
「
に
っ

ぽ
ん
の
温
泉
１
０
０
選
」は
、

さ
ま
ざ
ま
な
旅
行
商
品
の
企

画
・
販
売
を
通
し
て
、
一
般

旅
行
者
と
各
温
泉
地
と
を
結

ぶ
役
割
を
果
た
す
、
国
内
大

手
・
中
堅
旅
行
会
社
の
投
票

に
よ
っ
て
順
位
を
決
め
て
い

る
も
の
で
、
近
年
は
ネ
ッ
ト

エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
も
参
加
し
、

利
用
客
の
ニ
ー
ズ
を
よ
り
反

映
す
る
も
の
と
な
っ
て
き
て

い
る
。
　

　
全
国
各
地
の
温
泉
地
と
旅

館
に
つ
い
て
の
人
気
調
査
は

種
々
行
わ
れ
て
い
る
が
、
ほ

ぼ
同
様
な
方
法
で

年
に
わ

た
っ
て
継
続
し
て
実
施
さ
れ

て
い
る
「
１
０
０
選
」
は
、

時
代
の
変
化
、
人
気
の
推
移

を
知
る
こ
と
の
で
き
る
貴
重

な
資
料
と
な
っ
て
い
る
。

「
１
０
０
選
」
は
旅
行
業
者

の
視
点
か
ら
み
た
人
気
調
査

で
あ
る
が
、
旅
行
者
が
直
接

選
ん
だ
も
の
よ
り
、
利
用
客

一
般
の
動
向
と
評
価
を
よ
り

反
映
し
て
い
る
面
が
あ
る
。

　
近
年
実
施
さ
れ
る
こ
と
の

多
い
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

利
用
し
た
消
費
者
調
査
の
結

果
と
対
比
し
て
み
る
と
、

「
小
規
模
な
」
「
最
近
話
題

に
な
っ
た
と
こ
ろ
」
な
ど
に

関
連
す
る
温
泉
地
事
例
を
除

く
と
、
両
者
の
一
致
度
が
か

な
り
高
い
こ
と
が
認
め
ら
れ

て
い
る
。

　
ま
ず
、
第
１
回
か
ら
第


回
の
結
果
を
５
年
ご
と
に
６

期
に
区
分
し
、
各
期
の
ベ
ス

ト
テ
ン
を
示
す
と
次
の
通
り

で
あ
っ
た
（
表
１
）
。
各
期

の
ベ
ス
ト
テ
ン
は
、
各
年
順

位
を
得
点
と
し
て
１
位
１

点
、
以
下

位

点
と
し
、

合
計
点
の
少
な
い
順
に
配
列

し
た
も
の
で
あ
る
。

　
な
お
、

年
に
第
１
位
と

な
っ
て
、
２
０
０
１
年
ま
で

連
続
第
１
位
を
占
め
、

年

以
後
「
名
誉
入
選
扱
い
」
と

し
た
古
牧
温
泉
は
、
他
の
温

泉
地
と
同
様
に
扱
い
難
い
こ

と
か
ら
以
下
の
分
析
か
ら
は

除
外
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
各
温
泉
地
の
宿
泊

施
設
規
模
と
構
成
と
に
よ
っ

て
「
温
泉
地
類
型
」
を
次
の

よ
う
に
分
類
し
て
い
る
。

　
Ａ
＝
「
大
規
模
施
設
中
心

型
（
客
室
数
１
０
０
以
上
の

施
設
が
３
割
以
上
）
」
、
Ｂ

＝
「
総
合
施
設
型
（
大
規
模

施
設
か
ら
中
・
小
規
模
施
設

ま
で
で
構
成
）
」
、
Ｃ
＝

「
中
規
模
施
設
型
（
客
室
数

１
０
０
未
満

以
上
の
準
大

型
施
設
か
ら
小
規
模
施
設
ま

で
で
構
成
）
」
、
Ｄ
＝
「
小

規
模
施
設
型
（

未
満
の
小

規
模
施
設
か
ら
構
成
）
」
―

の
い
ず
れ
に
該
当
し
て
い
る

か
を
示
し
て
い
る
。

　
２
、
「
人
気
温
泉
地
」
の

推
移

　
各
期
の
人
気
温
泉
地
と
時

代
的
特
徴
を
み
る
と
、
第
１

期
は
バ
ブ
ル
経
済
全
盛
期

で
、
国
内
観
光
で
は
招
待
・

接
待
旅
行
が
活
発
と
な
り
、

高
品
質
・
高
価
格
に
よ
る
高

級
志
向
が
み
ら
れ
る
。
温
泉

地
に
は
豪
華
・
大
型
施
設
が

次
々
と
誕
生
し
た
。
こ
れ
に

続
く
第
２
期
に
な
る
と
、
バ

ブ
ル
崩
壊
が
始
ま
っ
て
「
価

格
破
壊
」
が
流
行
と
な
り
、

旅
行
に
も
低
価
格
商
品
が
登

場
す
る
よ
う
に
な
る
。

　
し
か
し
、
第
１
、
２
期
を

合
わ
せ
た

年
間
は
人
気
温

泉
地
の
順
位
変
動
は
少
な

く
、
施
設
類
型
で
は
Ａ
型

（
大
規
模
施
設
中
心
型
）
と

Ｂ
型
（
総
合
施
設
型
）
が
主

流
と
な
っ
て
い
た
。
第
３
期

に
な
る
と
、
人
気
温
泉
地
に

は
大
き
な
変
化
が
み
ら
れ
よ

う
に
な
っ
た
。
い
く
つ
か
の

新
し
い
温
泉
地
が
登
場
す
る

よ
う
に
な
り
、
草
津
や
由
布

院
、
さ
ら
に
黒
川
が
ベ
ス
ト

テ
ン
に
加
わ
る
よ
う
に
な
っ

た
。

　
そ
の
背
景
に
は
生
活
様
式

の
変
化
を
背
景
と
し
て
、
旅

行
形
態
が
団
体
型
か
ら
個
人

型
へ
と
変
化
し
て
き
た
こ
と

が
あ
り
、
興
味
と
関
心
の
多

様
化
、
健
康
へ
の
関
心
に
よ

る
温
泉
へ
の
人
気
の
高
ま
り

も
関
係
し
て
い
る
。
第
４
期

以
降
に
、
施
設
類
型
Ｄ
型

（
小
規
模
施
設
型
）
が
上
位

に
登
場
す
る
よ
う
に
な
っ
た

理
由
に
は
、
グ
ル
ー
プ
や
家

族
で
の
旅
行
に
好
ま
れ
や
す

い
小
規
模
施
設
が
旅
行
業
者

に
と
っ
て
も
重
要
な
宿
泊
業

者
と
し
て
認
識
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
と
い
う
状
況
変
化

も
大
き
な
意
味
を
も
つ
も
の

で
あ
る
。

　
３
、
「
躍
進
型
」
と
「
伝

統
型
」

　
第
４
期
以
後
に
な
る
と
、

新
し
い
温
泉
地
を
意
味
す
る

「
躍
進
型
」
と
、
以
前
か
ら

支
持
さ
れ
て
き
た「
伝
統
型
」

と
で
ベ
ス
ト
テ
ン
上
位
を
２

分
す
る
よ
う
に
な
り
、

年

代
に
入
っ
て
か
ら
も
ほ
ぼ
同

じ
状
態
が
続
い
て
い
る
。

　
「
躍
進
型
」
の
代
表
は
草

津
温
泉
で
あ
り
、

年
（


回
）
に
第
１
位
と
な
っ
て
以

来
、

年
連
続
し
て
そ
の
地

位
に
あ
る
。
草
津
温
泉
が
江

戸
期
以
来
、
日
本
、
特
に
東

日
本
の
横
綱
格
温
泉
で
あ
る

こ
と
は
周
知
の
と
こ
ろ
で
あ

る
が
、
宿
泊
施
設
が
大
型
・

豪
華
で
あ
る
こ
と
が
重
視
さ

れ
、
温
泉
地
と
し
て
の
雰
囲

気
な
ど
は
二
の
次
だ
っ
た
時

期
に
は
必
ず
し
も
高
く
評
価

さ
れ
な
か
っ
た
。

　
草
津
温
泉
が
ラ
ン
キ
ン
グ


位
以
内
に
入
っ
た
の
は


年
（
第
６
回
）
、
ベ
ス
ト
テ

ン
入
り
は

年
（
第

回
）

の
こ
と
で
、
こ
れ
ら
の
年
月

の
間
に
温
泉
に
対
す
る
見
方

は
か
な
り
変
化
し
て
き
た
の

で
あ
る
。

　
人
気
温
泉
地
推
移
に
「
躍

進
型
」
の
登
場
が
大
き
く
影

響
し
て
き
た
こ
と
は
言
う
ま

で
も
な
い
が
、
「
伝
統
型
」

の
頑
張
り
が
日
本
の
温
泉
を

支
え
て
き
た
こ
と
も
事
実
で

あ
り
、
特
に
登
別
と
指
宿
の

両
温
泉
は
、
第
１
回
か
ら
第


回
ま
で
の

年
間
、
連
続

し
て
ベ
ス
ト
テ
ン
を
維
持
し

続
け
て
い
る
。

　
登
別
温
泉
は
ま
た
、
施
設

類
型
Ａ
型
（
大
規
模
施
設
中

心
型
）
に
該
当
す
る
、
ほ
と

ん
ど
日
本
唯
一
の
観
光
地
で

も
あ
り
、
そ
の
意
味
で
も
特

筆
さ
れ
る
存
在
で
あ
る
。

　
登
別
・
指
宿
に
次
ぐ
も
の

と
し
て
の
道
後
、和
倉
、別

府
、有
馬
、城
崎
、下
呂
、雲
仙

な
ど
も
、
多
く
の
人
た
ち
か

ら
長
い
間
に
わ
た
り
高
く
評

価
さ
れ
続
け
て
い
る
、
日
本

を
代
表
す
る
温
泉
地
で
あ
る

と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。

　
日
韓
の
観
光
当
局
に
よ
る

第

回
日
韓
観
光
振
興
協
議

会
が

月
８
日
、
熊
本
市
内

の
ホ
テ
ル
で
開
催
さ
れ
た
。

相
互
交
流
１
千
万
人
と
い
う

新
た
な
目
標
の
達
成
に
向
け

て
、
両
国
の
観
光
分
野
の
連

携
を
強
化
す
る
確
認
文
書
を

取
り
交
わ
し
た
。

　
日
本
側
は
観
光
庁
の
蝦
名

邦
晴
次
長
、
日
本
政
府
観
光

局
（
Ｊ
Ｎ
Ｔ
Ｏ
）
の
河
田
守

弘
総
括
理
事
ら
が
出
席
。
韓

国
側
は
文
化
体
育
観
光
部
の

黄
明
善
観
光
政
策
室
長
ら
が

参
加
し
た
。

　
確
認
文
書
で
は
、
２
０
１

６
年
の
日
韓
交
流
人
口
が
７

０
０
万
人
に
到
達
す
る
こ
と

を
踏
ま
え
、
１
千
万
人
の
新

し
い
目
標
を
設
定
し
た
。
文

化
、
青
少
年
、
ス
ポ
ー
ツ
な

ど
の
分
野
の
交
流
を
推
進
す

る
と
と
も
に
、
相
互
に
地
方

へ
の
観
光
を
促
進
す
る
こ
と

で
一
致
し
た
。

　
平
昌
２
０
１
８
冬
季
と
東

京
２
０
２
０
夏
季
の
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

の
開
催
な
ど
を
踏
ま
え
、
東

ア
ジ
ア
域
外
か
ら
観
光
客
を

誘
致
す
る
「
ビ
ジ
ッ
ト
・
イ

ー
ス
ト
・
ア
ジ
ア
・
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
」
の
取
り
組
み
も
強

化
し
て
い
く
。

　
ま
た
、
自
然
災
害
や
感
染

症
な
ど
観
光
に
影
響
を
及
ぼ

す
危
機
的
な
状
況
が
発
生
し

た
場
合
に
は
、
不
正
確
な
情

報
に
よ
る
観
光
交
流
の
減
少

を
防
止
し
、
被
災
地
域
へ
の

観
光
客
の
早
期
回
復
に
積
極

的
に
協
力
す
る
こ
と
で
も
合

意
し
た
。


